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1．はじめに

前号で、10月末での輸送チャンネルの建設状況と、

今後の輸送チャンネル建設計画の概要を述べた。ま

た、光学素子開発や制御系・インターロック系の進

行状況を報告した［1］。その時点では、放射線シー

ルドハッチ以外の建設作業は未着手であり、輸送チ

ャンネルのハードウェアに関しては予定の話が主で

あったが、11月初旬以来、輸送チャンネルコンポー

ネント類の納入、共同チームスタッフによる性能・

動作試験を経て、一部のビームラインでは輸送チャ

ンネルの据付調整が開始されている。

輸送チャンネルの実際の据付作業の進行と、加速

器の準備作業の進行に伴って、スケジュールの再調

整が必要な箇所も頻出し、週単位でのスケジュール

調整では間に合わない場合も出ている。本号では11

月から12月初旬までの建設進行状況を報告するとと

もに、各種コンポーネントや12月初旬時点での実験

ホール内写真を紹介したい。前号で紹介した10月末

時点での写真と比較していただくと、よりヴィジュ

アルに進行状況が把握できよう。

2．放射線シールドハッチ工事

8月末から始まった放射線シールドハッチ建設は、

前号で紹介した7ビームライン（BL41XU、45XU、

47XU、01B1、02B1、08XW、09XU ）分に加えて、

新たにBL04B1での建設に着手し、これで第1・第2

グループ分については、全て建設が開始された（図

1）。蓄積リングと同時に放射線使用申請を行う第1

グループの47XU、02B1では、輸送チャンネルコン

ポーネントが設置される光学ハッチの工事はほぼ終

了し、全体としても完成に近づいている。また、第

3グループの大部分（BL25SU、39XU、10XU）のハ

ッチ建設作業が12月から1月にかけて開始される。

3．輸送チャンネルコンポーネント

11月初旬から、輸送チャンネルコンポーネントが

順次納入されている。まず、第1・第2グループ用の

架台、ベローズ類、ガンマ線ストッパー、真空ダク

ト類等が納入され、BL05付近の実験ホール内に設

けられた集積所に仮置きされた。輸送チャンネル排

気ユニット（図2）の第1グループ分が納入され、排

気試験が行われた。同じく、第1グループ用の下流

シャッター、ビューポート（図3、4）が納入されそ

れぞれ動作試験が行われた。一方で、リング棟内周

部で動作試験が進められていた二結晶分光器（図5）

が実験ホールに搬入された。また、偏向電磁石ビー

ムライン用標準第一ミラー調整機構および第二ミラ

ー調整機構（図6）が納入された。

4．組立調整

輸送チャンネルの組立ては、標準Ｘ線アンジュレ

ータビームラインであるBL47XUで開始された。こ

の作業はインハウススタッフによって行われ、手

順・工法の検討を行いながら、引き続き外注によっ

て行われる組立て作業の要領書の準備が進められ

た。組立て作業途中での光学ハッチ内の写真を図7

に示す。一方で傾斜架台が設置された偏向電磁石ビ

ームラインBL02B1での輸送チャンネル組立て作業

も、傾斜架台納入業者によって進められ、12月初旬

にはほぼ完成している（図8）。これらが、前号でお

知らせした放射線使用申請上の第1グループに属す

るビームラインであり、第2グループ5本に関しても

97年1月末完成予定で作業が進められている。

実験ホール内輸送チャンネルの建設状況（その２）
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図1 放射線シールドハッチ建設現場（96年12月現在）
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図2 標準真空排気ユニット

図4 アンジュレータＸ線ビームライン

用標準ビューポート

図3 アンジュレータＸ線ビーム

ライン用標準下流シャッター

図5 アンジュレータＸ線ビームライン用標準二結晶分光器
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図7 アンジュレータＸ線ビームライン

BL47XUの組立て風景

図8 偏向電磁石Ｘ線ビームラインBL02B1の組立　　

て風景

図6 偏向電磁石Ｘ線ビームライン用標準全反射

ミラー調整装置
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